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学位論文内容の要旨 
2000 年頃から化学工学やμTAS (Micro Total Analysis Systems)と呼ばれる分析化学で用いられるマイクロ流体デバイスの研究が活発に












































(PTO)ナノ粒子の合成反応では，0.5～1.6μL の微量容積混合により 4～8nm の酸化スズコロイド粒子が生成
できることを実証した。 
このように，本研究は，マイクロ化学プロセス用に新たな三方電磁弁を開発してマイクロビーカプロセス
を構築するとともに，その有用性を具体的な化学反応プロセスに応用して示した。この成果は，マイクロリ
アクタの新たな可能性を示すものである。本学位審査委員会は，学位論文の内容ならびに参考論文等を総合
的に判断し，博士(工学)の学位に値するものと判断する。 
  
